
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
テレビ等の電気機器を制御するために送信された赤外線データを、電池（１１）で駆動さ
れるリモートコントロール操作部（１０）の赤外線受光素子（１９）で受信してメモリ（
２０）に記憶する学習機能と、記憶された前記赤外線データを赤外線発光素子（１８）か
ら送信して前記電気機器を制御する通常機能とを有する赤外線リモートコントロール装置
において、
前記電池の極性を検出する極性検出回路（１６）と、前記極性検出回路からの出力を受け
て前記通常機能と前記学習機能を切り替える切替手段（２１、２２）とを設けたことを特
徴とする赤外線リモートコントロール装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は赤外線等を利用したリモートコントロール装置に係わり、特に学習機能が備えら
れた赤外線リモートコントロール装置の学習機能と通常機能とを切り替えることができる
赤外線リモートコントロール装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、家庭内においてはテレビ、エアコン、照明等あらゆる電気機器を遠隔制御するため
に、赤外線を利用したリモートコントロール装置（以下、赤外線リモコンと称す）が用い
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られている。この赤外線リモコンで電気機器を遠隔制御するためには、それぞれの電気機
器に対応した専用の赤外線リモコンを使用せねばならず、一つの部屋に赤外線リモコンが
数台置かれることが普通になってきている。よって、それぞれの電気機器に対応した赤外
線リモコンを個々に操作しなければならず、リモコン操作が煩雑になっていた。
【０００３】
このようなリモコン操作の煩雑さを解消するために、学習機能が付加された赤外線リモー
トコントロール装置（以下、学習機能付赤外線リモコンと称す）が実用化され、販売され
てきている。この学習機能付赤外線リモコンは図３の説明図に示すように、赤外線を利用
したテレビ、エアコン、照明等の電気機器に用いられるリモートコントロール装置（以下
、リモコンと称す）２ａ、２ｂ、２ｃから送信される各種赤外線データを学習するために
、学習機能付赤外線リモコン１００を学習機能モードに設定して学習を行なった後、テレ
ビ、エアコン、照明等の電気機器を該当する赤外線データにより通常機能モードで遠隔制
御するものである。
【０００４】
この学習機能付赤外線リモコン１００の具体的な構成は、図２のブロック図に示すリモー
トコントロール操作部（以下、リモコン操作部と称す）１１０からなり、このリモコン操
作部１１０には、当該リモコン１００の駆動電源として用いられる電池１１１と、電池１
１１の逆挿入による当該リモコン１００の破壊を防止する破壊防止用ダイオード１１２と
、当該リモコン１００の学習機能モードと通常機能モードとを切り替えるために操作され
る学習機能設定スイッチ１１３と、学習させたいリモコンおよび遠隔制御させる電気機器
をそれぞれ選択するために押下（押下操作）される選択操作スイッチ１１４ａ、１１４ｂ
、１１４ｃと、遠隔制御させる電気機器および学習させたいリモコンとの無線による赤外
線データの送受信を行なう発光ダイオードからなる赤外線発光素子１１５、ＮＰＮ型トラ
ンジスタからなる赤外線受光素子１１６と、各電気機器およびリモコンに対応したメモリ
領域１１７ａ、１１７ｂ、１１７ｃが割り当てられたＲＡＭからなるメモリ１１７と、学
習機能設定スイッチ１１３および選択操作スイッチ１１４ａ、１１４ｂ、１１４ｃのオン
／オフにより、選択された電気機器またはリモコンとの赤外線データの送受信を切り替え
るデータ送受信切替制御回路（以下、ＤＳＣ： Data source and sink control unitと称
す）１１８と、同様にメモリ１１７内に割り当てられたメモリ領域１１７ａ、１１７ｂ、
１１７ｃの所定のアドレスを選択して、リモコンから送信される各種赤外線データを書き
込み、または読み出すよう制御するランダムアクセス制御回路（以下、ＲＡＣ： Random a
ccess control unitと称す）１１９と、ＤＳＣ１１８の制御によりオン／オフ切り替えら
れるデータ送信用スイッチ１２０ａ、１２０ｂ、１２０ｃおよびデータ受信用スイッチ１
２１ａ、１２１ｂ、１２１ｃとが備えられている。
【０００５】
電池１１１の（＋）極には、破壊防止用ダイオード１１２を介して電源Ｖ ccと学習機能設
定スイッチ１１３の学習機能メイク接点Ｐ 102との接続点が、（－）極には、学習機能設
定スイッチ１１３の通常機能メイク接点Ｐ 103と基準電位点との接続点がそれぞれ接続さ
れている。また、学習機能設定スイッチ１１３の切替接点Ｐ 101には、ＤＳＣ１１８、Ｒ
ＡＣ１１９の入力側がそれぞれ接続されている。
【０００６】
選択操作スイッチ１１４ａ、１１４ｂ、１１４ｃの一端には基準電位点が、他端にはＤＳ
Ｃ１１８、ＲＡＣ１１９の入力側がそれぞれ接続されている。また、ＤＳＣ１１８の出力
側には、データ送信用スイッチ１２０ａ、１２０ｂ、１２０ｃおよびデータ受信用スイッ
チ１２１ａ、１２１ｂ、１２１ｃの制御入力側がそれぞれ接続されている。更に、ＲＡＣ
１１９の出力側には、メモリ１１７内に割り当てられたメモリ領域１１７ａ、１１７ｂ、
１１７ｃの制御入力側がそれぞれ接続されている。
【０００７】
エミッタが基準電位点に接続された赤外線受光素子１１６のコレクタには、データ受信用
スイッチ１２１ａ、１２１ｂ、１２１ｃをそれぞれ介して、メモり１１７内に割り当てら
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れたメモリ領域１１７ａ、１１７ｂ、１１７ｃのデータ入力側がそれぞれ接続されている
。また、メモリ１１７内に割り当てられたメモリ領域１１７ａ、１１７ｂ、１１７ｃのデ
ータ出力側には、データ送信用スイッチ１２０ａ、１２０ｂ、１２０ｃをそれぞれ介して
、カソードが基準電位点に接続された赤外線発光素子１１５のアノードが接続されている
。
【０００８】
このように構成された学習機能付赤外線リモコン１００において、以下、その動作につい
て説明する。尚、図４の説明図に示すように学習機能付赤外線リモコン１００により遠隔
制御される電気機器はテレビ３ａとする。
学習機能付赤外線リモコン１００を通常機能モードから学習機能モードに移行させるため
には、図２のブロック図に示すようにリモコン操作部１１０の学習機能設定スイッチ１１
３を切り替えて学習機能メイク接点Ｐ 102を閉成させる。また、学習機能付赤外線リモコ
ン１００を用いてテレビ用リモコン２ａから送信されるチャンネルデータとしての赤外線
データを学習させるためには、図３の説明図に示すようにリモコン操作部１１０の赤外線
受光素子１１６と、学習させたいテレビ用リモコン２ａの発光部（図示せず）とを対面さ
せるとともに、テレビ用リモコン２ａおよびテレビ３ａに割り当てられた選択操作スイッ
チ１１４ａを押下する。これにより、ＤＳＵ１１８およびＲＡＣ１１９は、当該リモコン
１００が通常機能モードから学習機能モードに移行されたことを検出し、ＤＳＵ１１８の
制御によりデータ受信用スイッチ１２１ａがオンされるとともに、ＲＡＣ１１９の制御に
よりメモリ１１７内に割り当てられたメモリ領域１１７ａの所定のアドレスを選択するた
めのアドレス制御信号Ｓ 101と、選択されたメモリ領域１１７ａのアドレスにテレビ用リ
モコン２ａから送信されるチャンネルデータとしての赤外線データを書き込むための書込
制御信号Ｓ 102とがそれぞれ出力される。
【０００９】
学習機能付赤外線リモコン１００を学習機能モードに設定した後、テレビ用リモコン２ａ
の登録したいチャンネルボタン（詳述せず）が押下されると、図示しない発光部からチャ
ンネルデータとしての赤外線データＤ 101aが送信され、この赤外線データＤ 101aは対向し
たリモコン操作部１１０の赤外線受光素子１１６にて受信され、オンされたデータ受信用
スイッチ１２１ａを介して、メモリ１１７内の選択されたメモリ領域１１７ａのアドレス
に書き込まれ記憶される。この後、学習機能設定スイッチ１１３を切り替えて通常機能メ
イク接点Ｐ 103を閉成させることにより、学習機能モードが完了し通常機能モードに移行
される。
【００１０】
このような上述の手順を繰り返してテレビ用リモコン２ａから送信されるチャンネルデー
タを記憶させた学習機能付赤外線リモコン１００を用いてテレビ３ａを遠隔制御するため
に、図４の説明図に示すように学習機能付赤外線リモコン１００とテレビ３ａとを対面さ
せ、選択操作スイッチ１１４ａを押下すると、ＤＳＣ１１８の制御によりデータ送信用ス
イッチ１２０ａがオンされるとともに、ＲＡＣ１１９の制御によりメモリ１１７内に割り
当てられたメモリ領域１１７ａのアドレスに記憶されたチャンネルデータとしての赤外線
データＤ 101aを読み出すための読出制御信号Ｓ 103が出力される。よって、メモリ１１７
内に割り当てられたメモリ領域１１７ａより読み出された赤外線データＤ 101aは、オンさ
れたデータ送信用スイッチ１２０ａを介して赤外線発光素子１１５から送信され、テレビ
３ａの図示しない受光部にて受信され、テレビ３ａのチャンネルが切り替えられる。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の赤外線リモコンは上述のように構成されているので、リモコン操作
部１１０に学習機能モードを能動にするための学習機能設定スイッチ１１３を設けなくて
はならず、スイッチ単品、スイッチのつまみ等の構成部品が高価になるといった難点があ
った。
【００１２】
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　本発明は上述の難点を解消するためになされたもので、学習機能が備えられた赤外線リ
モートコントロール装置において、学習機能モードおよび通常機能モードの設定をスイッ
チ（学習機能設定スイッチ）の切り替えではなく、

電源として用いられる電池の逆挿入および正常挿入から検出される極性の相違をもと
にそれぞれ切り替えることにより、学習機能モードを能動にするための構成部品の点数を
削減させた赤外線リモートコントロール装置を提供することを目的とする。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
このような目的を達成するため、本発明による赤外線リモートコントロール装置は、テレ
ビ等の電気機器を制御するために送信された赤外線データを、電池で駆動されるリモート
コントロール操作部の赤外線受光素子で受信してメモリに記憶する学習機能と、記憶され
た赤外線データを赤外線発光素子から送信して電気機器を制御する通常機能とを有する赤
外線リモートコントロール装置において、電池の極性を検出する極性検出回路と、極性検
出回路からの出力を受けて通常機能と学習機能を切り替える切替手段とを設けたものであ
る。
【００１４】
このような赤外線リモートコントロール装置によれば、テレビ等の電気機器に用いられる
リモコンから送信される各種赤外線データを学習する学習機能モードでは、リモートコン
トロール操作部に挿入される電池の極性を逆（逆方向）にすることより極性検出回路がこ
の極性を検出し、赤外線受光素子にて受信された赤外線データは切替手段により制御され
たメモリに記憶される。また、記憶された赤外線データで電気機器を遠隔制御する通常機
能モードでは、リモートコントロール操作部に挿入される電池の極性を正常（正常方向）
にすることにより極性検出回路がこの極性を検出し、メモリに記憶された赤外線データが
赤外線発光素子から送信されることから、電気機器を遠隔制御できる。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明による赤外線リモートコントロール装置を適用した好ましい形態の一実施例
について、図面を参照して説明する。
本発明による赤外線リモートコントロール装置の一実施例である学習機能付赤外線リモコ
ン１は、従来の学習機能付赤外線リモコン１００と同様、図３の説明図に示すように、テ
レビ、エアコン、照明等の電気機器に用いられる赤外線を利用したリモコン２ａ、２ｂ、
２ｃから送信される各種赤外線データを学習するために、学習機能付赤外線リモコン１を
学習機能モードに設定して学習を行なった後、テレビ、エアコン、照明等の電気機器を該
当する赤外線データにより通常機能モードで遠隔制御するものである。
【００１６】
この学習機能付赤外線リモコン１の具体的な構成は、図１のブロック図に示すリモコン操
作部１０からなり、このリモコン操作部１０には、当該リモコン１の駆動電源として用い
られる電池１１と、電池１１の正常挿入または逆挿入による当該リモコン１の破壊を防止
する破壊防止用ダイオード１２、１３、１４、１５と、電池１１の極性を検出する極性検
出用ダイオード１６と、学習させたいリモコンおよび遠隔制御させる電気機器を選択する
ために押下（押下操作）される選択操作スイッチ１７ａ、１７ｂ、１７ｃと、遠隔制御さ
せる電気機器および学習させたいリモコンとの無線による赤外線データの送受信を行なう
発光ダイオードからなる赤外線発光素子１８、ＮＰＮ型トランジスタからなる赤外線受光
素子１９と、各電気機器およびリモコンに対応したメモリ領域２０ａ、２０ｂ、２０ｃが
割り当てられたＲＡＭからなるメモリ２０と、極性検出用ダイオード１６および選択操作
スイッチ１７ａ、１７ｂ、１７ｃのオン／オフにより、選択された電気機器またはリモコ
ンとの赤外線データの送受信を切り替えるＤＳＣ２１と、同様にメモリ２０内に割り当て
られたメモリ領域２０ａ、２０ｂ、２０ｃの所定のアドレスを選択して、リモコンから送
信される各種赤外線データを書き込み、または読み出すよう制御するＲＡＣ２２と、ＤＳ
Ｃ２１の制御によりオン／オフ切り替えられるデータ送信用スイッチ２３ａ、２３ｂ、２
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３ｃおよびデータ受信用スイッチ２４ａ、２４ｂ、２４ｃとが備えられている。
【００１７】
電池１１がリモコン操作部１０に正常（正常方向）に挿入されている場合において、電池
１１の（＋）極には、破壊防止用ダイオード１２を介して電源Ｖ ccと破壊防止用ダイオー
ド１３のカソードとの接続点が接続されており、（－）極には、アノードが基準電位点に
接続された破壊防止用ダイオード１４のカソードが接続されている。また、電池１１の（
－）極と極性検出用ダイオード１６のアノードとの接続点には破壊防止用ダイオード１３
のアノードが接続されており、電池１１の（＋）極と破壊防止用ダイオード１４のアノー
ド間には破壊防止用ダイオード１５が並列接続されている。
【００１８】
一方、電池１１がリモコン操作部１０に逆（逆方向）に挿入されている場合において、電
池１１の（＋）極には、アノードが基準電位点に接続された破壊防止用ダイオード１４の
カソードが接続されており、（－）極には、破壊防止用ダイオード１２を介して電源Ｖ cc
と破壊防止用ダイオード１３のカソードとの接続点が接続されている。また、電池１１の
（＋）極と極性検出用ダイオード１６のアノードとの接続点には破壊防止用ダイオード１
３のアノードが接続されており、電池１１の（－）極と破壊防止用ダイオード１４のアノ
ード間に破壊防止用ダイオード１５が並列接続されている。
【００１９】
ＤＳＣ２１の第１の入力端子Ｐ 1には、極性検出用ダイオード１６のカソードが、第２、
第３、第４の入力端子Ｐ 2、Ｐ 3、Ｐ 4には、一端が基準電位点にそれぞれ接続された選択
操作スイッチ１７ａ、１７ｂ、１７ｃの他端が、第１、第２、第３の出力端子Ｐ 5、Ｐ 6、
Ｐ 7には、入力側がメモリ２０内に割り当てられたメモリ領域２０ａ、２０ｂ、２０ｃの
データ出力側に接続され、出力側が赤外線発光素子１８のアノードに接続されたデータ送
信用スイッチ２３ａ、２３ｂ、２３ｃの制御入力側が、第４、第５、第６の出力端子Ｐ 8
、Ｐ 9、Ｐ 10には、入力側が赤外線受光素子１９のコレクタに接続され、出力側がメモリ
２０内に割り当てられたメモリ領域２０ａ、２０ｂ、２０ｃのデータ入力側にそれぞれ接
続されたデータ受信用スイッチ２４ａ、２４ｂ、２４ｃの制御入力側がそれぞれ接続され
ている。また、赤外線発光素子１８のカソードおよび赤外線受光素子１９のエミッタには
基準電位点がそれぞれ接続されている。
【００２０】
ＲＡＣ２２の第１の入力端子Ｐ 11には、極性検出用ダイオード１６のカソードが、第２、
第３、第４の入力端子Ｐ 12、Ｐ 13、Ｐ 14には、一端が基準電位点にそれぞれ接続された選
択操作スイッチ１７ａ、１７ｂ、１７ｃの他端が、第１、第２、第３、第４、第５の出力
端子Ｐ 15、Ｐ 16、Ｐ 17、Ｐ 18、Ｐ 19には、メモリ２０の制御（アドレス選択制御、書込制
御、読出制御）入力側がそれぞれ接続されている。
【００２１】
このように構成された学習機能付赤外線リモコン１において、以下、その動作について説
明する。尚、図４の説明図に示すように学習機能付赤外線リモコン１により遠隔制御され
る電気機器は、従来の学習機能付赤外線リモコン１００と同様にテレビ３ａとする。
学習機能付赤外線リモコン１を通常機能モードから学習機能モードに移行させるためには
、図１のブロック図に示すようにリモコン操作部１０に挿入される電池１１を逆挿入する
。また、学習機能付赤外線リモコン１を用いてテレビ用リモコン２ａから送信されるチャ
ンネルデータとしての赤外線データを学習させるためには、図３の説明図に示すようにリ
モコン操作部１０の赤外線受光素子１９と、学習させたいテレビ用リモコン２ａの発光部
（図示せず）とを対面させるとともに、テレビ用リモコン２ａおよびテレビ３ａに割り当
てられた選択操作スイッチ１７ａを押下する。これにより、電池１１の（＋）極より送出
される電流Ｉは、破壊防止用ダイオード１３を介して当該リモコン１の電源（回路電源）
とされ、破壊防止用ダイオード１５を介して（－）極に入力される。よって、極性検出用
ダイオード１６のアノードには電池１１の（＋）極が接続されアノード、カソード間が導
通となり、ＤＳＣ２１およびＲＡＣ２２の第１の入力端子Ｐ 1、Ｐ 11の電位レベルはそれ
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ぞれＨ ighレベルとなる。また、選択操作スイッチ１７ａが押下されることにより、ＤＳ
Ｃ２１およびＲＡＣ２２の第２の入力端子Ｐ 2、Ｐ 12の電位レベルはそれぞれＨ ighレベル
となる。
【００２２】
ＤＳＣ２１およびＲＡＣ２２は、上述の第１、第２の入力端子Ｐ 1、Ｐ 11、およびＰ 2、Ｐ
12の電位レベルがそれぞれＨ ighレベルとなることにより、当該リモコン１が通常機能モ
ードからテレビ用リモコン２ａから送信されるチャンネルデータとしての赤外線データを
学習するための学習機能モードに移行されたことを検出する。これにより、ＤＳＣ２１の
第４の出力端子Ｐ 8の電位レベルはＬ owレベルとなりデータ受信用スイッチ２４ａがオン
される。また、ＲＡＣ２２の第１、第４の出力端子Ｐ 15、Ｐ 18の電位レベルはそれぞれＬ
owレベルとなり、第１の出力端子Ｐ 15からメモリ２０内に割り当てられたメモリ領域２０
ａの所定のアドレスを選択するためのアドレス選択信号Ｓ 1が出力されるとともに、第４
の出力端子Ｐ 18から選択されたメモリ領域２０ａのアドレスにテレビ用リモコン２ａから
送信されるチャンネルデータとしての赤外線データを書き込むための書込制御信号Ｓ 2が
出力される。
【００２３】
学習機能付赤外線リモコン１を学習機能モードに設定した後、テレビ用リモコン２ａの登
録したいチャンネルボタン（詳述せず）が押下されると、図示しない発光部からチャンネ
ルデータとしての赤外線データＤ 1aが送信され、この赤外線データＤ 1aは対向したリモコ
ン操作部１０の赤外線受光素子１９にて受信され、オンされたデータ受信用スイッチ２４
ａを介して、メモリ２０内の選択されたメモリ領域２０ａのアドレスに書き込まれ記憶さ
れる。
【００２４】
このような手順を繰り返してテレビ用リモコン２ａから送信されるチャンネルデータを学
習させた学習機能付赤外線リモコン１を用いてテレビ３ａを遠隔制御するためには、図１
のブロック図に示すように電池１１をリモコン操作部１０に正常挿入するとともに、図４
の説明図に示すように学習機能付赤外線リモコン１とテレビ３ａとを対面させ、選択操作
スイッチ１７ａを押下する。これにより、電池１１の（＋）極より送出される電流Ｉ 'は
、破壊防止用ダイオード１２を介して当該リモコン１の電源（回路電源）とされ、破壊防
止用ダイオード１４を介して（－）極に入力される。よって、極性検出用ダイオード１６
のアノードには電池１１の（－）極が接続されアノード、カソード間が非導通となり、Ｄ
ＡＣ２１およびＲＡＣ２２の第１の入力端子Ｐ 1、Ｐ 11の電位レベルはそれぞれＬ owレベ
ルとなる。また、選択操作スイッチ１７ａが押下されることにより、ＤＳＣ２１およびＲ
ＡＣ２２の第２の入力端子Ｐ 2、Ｐ 12の電位レベルはそれぞれＨ ighレベルとなる。
【００２５】
ＤＳＣ２１およびＲＡＣ２２は、上述の第１、第２の入力端子Ｐ 1、Ｐ 11、およびＰ 2、Ｐ
12の電位レベルがそれぞれＬ owレベル、Ｈ ighレベルとなることにより、当該リモコン１
が学習機能モードからテレビ３ａを遠隔制御するための通常機能モードに移行されたこと
を検出する。これにより、ＤＳＣ２１の第１の出力端子Ｐ 5の電位レベルはＬ owレベルと
なりデータ送信用スイッチ２３ａがオンされる。また、ＲＡＣ２２の第５の出力端子Ｐ 19
の電位レベルはＬ owレベルとなり、第５の出力端子Ｐ 19からメモリ２０内に割り当てられ
たメモリ領域２０ａに記憶されたチャンネルデータとしての赤外線データＤ 1aを読み出す
ための読出制御信号Ｓ 3が出力される。よって、メモリ２０内に割り当てられたメモリ領
域２０ａより読み出された赤外線データＤ 1aは、オンされたデータ送信用スイッチ２３ａ
を介して赤外線発光素子１８から送信され、テレビ３ａの図示しない受光部にて受信され
ることから、通常機能モードに設定された学習機能付赤外線リモコン１を用いてテレビ３
ａのチャンネルを切り替えるよう遠隔制御できる。
【００２６】
尚、上記実施例では、テレビ、エアコン、照明等の電気機器のうち、テレビを遠隔制御す
る場合について説明したが、これに限定されず、赤外線が利用されたリモコンにより制御
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されるあらゆる電気機器に適用でき、上記実施例と同様な効果を奏する。
【００２７】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、本発明の赤外線リモートコントロール装置によれば、学
習機能モードおよび通常機能モードの設定をスイッチ（学習機能設定スイッチ）の切り替
えではなく、当該リモートコントロール装置の駆動電源として用いられる電池の逆挿入お
よび正常挿入から検出される極性の相違をもとにそれぞれ切り替えることにより、学習機
能モードを能動にするための構成部品の点数を削減できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による赤外線リモートコントロール装置の一実施例の具体的な構成を示す
ブロック図。
【図２】従来の赤外線リモートコントロール装置の具体的な構成を示すブロック図。
【図３】テレビ、エアコン、照明等のリモートコントロール装置と、学習機能が備えられ
た赤外線リモートコントロール装置との関係を示す説明図。
【図４】テレビと、学習機能が備えられた赤外線リモートコントロール装置との関係を示
す説明図。
【符号の説明】
１０・・・・・リモートコントロール操作部
１１・・・・・電池
１６・・・・・極性検出回路（極性検出用ダイオード）
１８・・・・・赤外線発光素子
１９・・・・・赤外線受光素子
２０・・・・・メモリ
２１、２２・・・・・切替手段（データ送受信切替制御回路、ランダムアクセス制御回路
）
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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